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研究成果の概要（和文）：本研究では、潅流スピンラベリング法（arterial spin labeling: ASL）を用いてヒ
トの睡眠、生活リズムと脳活動の関連について調査することを目的とした。安静時ASL画像の測定と、アクチグ
ラフによる睡眠・生活リズムの測定を実施し、両者の関連を検討した。その結果、生体リズム機構の不安定性と
関連する睡眠中点時刻の標準偏差と、視覚野舌状回のrCBFが有意な正の相関を示した。生活リズムの乱れと安静
時における視覚領域活動との関連が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we aimed to investigate the relationship between human sleep,
 life rhythm and brain activity using perfusion spin labeling (ASL). The measurement of resting ASL 
image and the measurement of sleep and life rhythm by actigraph were carried out, and the 
relationship between the two was examined. As a result, rCBF of  lingual gyrus showed a significant 
positive correlation with the standard deviation of the sleep midpoint time associated with the 
instability of the biological rhythm mechanism. It was suggested that the relationship between 
disturbance of biological rhythm and visual area activity at resting state.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
精神機能に多大な影響を及ぼすにもかかわらず、生体リズム機構と実際の脳活動との関連についてMRIを用いて
検討した研究は少なく、その詳細は明らかにされていなかった。本研究の成果は生体リズム機構の影響を受ける
睡眠覚醒リズムの乱れが安静時の脳機能に影響を与えることを示しており、生活リズムの乱れやすい交代勤務労
働者のパフォーマンス改善や健康増進に有用な知見となることが考えられるほか、睡眠覚醒リズム障害患者の病
態解明に寄与する可能性がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
ヒトの生体リズム機構は地球の明暗環境のリズム（昼夜）に適応して発達してきたものであ
ると考えられているが、人工照明の発明により急速に 24 時間型となった現代社会では、生体
リズム周期と実際の睡眠覚醒リズムが一致しない中で生活しなければならない機会が 増加し
ている。人体がその生活スタイルに急速に適応できるはずもなく、概日リズムのずれが事故の
発生や心身の健康への負担などの 要因となっている。例えば、居眠りによる交通事故は眠気が
最大となる午後 4～5時付近で交通量当たりの発生率が最も高い。また本来は寝ているはずの、
生体リズム上の体温の最低点付近でも起きたまま仕事をしなければならない夜勤、交替勤務者
は強い眠気や気分の 悪化を訴え、さらには長期勤続者の気分障害への罹患率が三割近くにもな
ることが報告されている。また生体リズム機構の表現型の一つと考えられる日周指向性に関し
ても、気分調節機能や認知機能とのかかわりが指摘されている。 
 
２．研究の目的 
上記のように精神機能に多大な影響を 及ぼすにもかかわらず、生体リズム機構と実際の脳活
動との関連についてMRIを用いて検討した研究は少なく、その詳細は明らかにされていない。  
 
３．研究の方法 
本研究では、潅流スピンラベリングを用いてヒトの生体リズム機構と脳活動の関連について
調査することを目的とした。潅流スピン ラベリング法は頸部の血流に反転磁化パルスを照射し、
ラベリングした血液の動態を取得することによって脳血流の絶対量を測ることが出来る。今年
度は安静時潅流スピンラベリング画像の測定と、個人の生体リズムを反映する日常の睡眠覚醒
リズムの測定を実施し、その各種指標と脳の血流量との関連を検討することを目的とした。健
常者 49 名(49.08±19.66 歳)に対して、安静時潅流スピンラベリングの測定と、アクチグラフ
による睡眠生活リズムの測定を実施し、両者の関連を検討した。 
 
４．研究成果 
Cole のアルゴリズムを用いて活動量デー
タから ASL測定前一週間の平均睡眠中点と睡
眠中点のばらつきを算出し (図１)、日周指
向性を反映する指標として脳血流量との相
関解析を実施した。 
生体リズム機構に影響される日周指向性
は加齢とともに朝型となっていくことが示
されているため、年齢と性別を統計的に統制
した分析を実施した。その結果、ASL 撮像一
週間前の平均睡眠中点時刻と特定の脳領域
との関連は認められなかったが、生体リズム
機構の不安定性と関連する睡眠中点時刻の標準偏差と、視覚野舌状回の rCBF が有意な正の相関
の傾向(p<0.1,FDR cluster level corrected,図 2)を示した。舌状回は人の顔の認知や想起に
関連する高次の視覚領域といわれる。本研究の結果は日々の睡眠覚醒リズムが乱れている被験
者ほど安静時における高次視覚領域の活動が増加していることを示しており、視覚的な想起等
のエフォートにより覚醒しようとするエフォートを反映している可能性がある。本研究の成果
は生体リズム機構の影響を受ける睡眠覚醒リズムの乱れが安静時の視覚にかかわる脳機能に影
響を与えることを示しており、生活リズムの乱れやすい交代勤務労働者のパフォーマンス改善
や健康増進に有用な知見となることが考えられるほか、睡眠覚醒リズム障害患者の病態解明に
寄与する可能性がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(p<0.1,FDR cluster level corrected) 
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